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	応用
	抗原情報
	背景
	プラスチンは、真核生物の進化の過程を通じて保存され、高等真核生物のほとんどの組織で発現するアクチン結合タンパク質ファミリーです。ヒトでは、2つの普遍的なプラスチンアイソフォーム（LおよびT）が同定されています。プラスチン1（別名フィンブリン）は、小腸で特異的に高発現する3つ目の異なるプラスチンアイソフォームです。Lアイソフォームは造血細胞系統でのみ発現しますが、Tアイソフォームは複製能を持つ固形組織の他のすべての正常細胞（線維芽細胞、内皮細胞、上皮細胞、メラノサイトなど）で確認されています。しかし、L-プラスチンは造血系以外の多くの種類の悪性ヒト細胞で確認されており、固形組織における腫瘍形成に伴ってその発現が誘導されることを示唆しています。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
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	1:1000 の Plastin L ウサギモノクローナル抗体を使用した K562 細胞抽出物のウェスタン ブロット分析。

